
  Interview

明治学院大学では、学生に対して満足度の高い教育環境の整備を目的に、約 12,000人の学
生の「入試・入学」から「卒業・就職」までの情報を分析できるデータ分析基盤「MISSION
（Management Information System for Strategic Intent and Orientation Navigation）」を
構築した。全学規模のシステムを短期間で確実に構築するために、「MotionBoard」「Dr.Sum 
EA」に加えて、「BIコンサルティングサービス」を活用。また稼働後も、より高度で多様な
用途でのデータ分析・活用を目指し、BIコンサルティングサービスのサポートも活用している。

入試から就職までの学生情報を一元化して分析
学生の満足度を高める教育環境の整備を目指す

明治学院大学 事例紹介

客観的事実に基づく判断を行うために
学生情報の分析環境を整備

アメリカ人宣教師であり医師であるJ.C.ヘボン
が開設した私立学校「ヘボン塾」を起源とする明
治学院は、「キリスト教に基づく人格教育」を建学
の精神とし、昨年（2013年）で創立150周年を迎
えた。大学は文系学部6学部を擁し、同学の学生
数は約12,000人。情報システム関係のサーバー
管理やシステム運用保守などは「情報センター」
が担当しているが、全学的な IT利用の方針策定な
どは大学執行部（学長を議長とする運営機関）の直
下に位置する「総合企画室」が担当している。
「総合企画室は、各種の調査や執行部への情報提
供・提案などを担当し、大学運営の方針やビジョン
の策定における実務を行います。今回のデータ分析
基盤は、『客観的事実に基づく判断を行うために、学
生情報を分析するための環境を整備したい』という
執行部からの依頼が出発点でした。客観的事実を知
ることで、それに基づいた教育方法の改善や制度の
見直しが可能になり、結果として学生の満足度の向

上にもつなげられると考えました」と、同室課長の
小川 善継氏は導入の背景を説明する。

製品選定から3ヶ月で稼働
BIに関する経験やノウハウを評価

同学ではまず、学内のデータベースについて調査
を行った。当初は、「学生ポータル」をベースに構築
しようと考えていたが、調査の結果、全学的に利用
するには情報が不十分だった。そこで、教務システ
ムや学生用システム、その他の部門のデータを統合
する新しい分析用データベースを作ることにした。
学生の属性情報をベースにデータベースの設

計図を作成し、それに基づいた提案を複数社から
求めた結果、最終的にウイングアークの提案を採
用した。選定の理由について導入プロジェクトを
主導した同課の高野 真氏は、次のように話す。
「製品選定から約3ヶ月後の2013年4月には稼働
させたかったので、ゼロからツールを使って作り込
むよりも、パッケージ製品を選びコンサルティング
の力を借りて構築するのが最善と考えました。ウイ
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「部課ごとにシステムが最適化されており、全学規
模での統合的な分析が実現できていませんでした。
事実に基づく判断を行うために、データ分析のた
めの環境を整備したかったのです」

MotionBoard 導入後の驚きの声 !

Before After
「散在していたデータを統合した全学的なデー
タ分析基盤を構築できたことで、事実に基づく
プラン作成、アクションがスピーディーに実現
できるようになりました」

採用の背景
● システムが部課ごとに部分最適化され、
全学としての客観的な事実（データ /数字）
を俯瞰（ふかん）して見ることができない

● 学生の「入試・入学」から「卒業・就職」
までの一連の情報を分析したい

● 学生にとってより満足度の高い教育環境
を整備する

導入ポイント
● パッケージ製品としての成熟度の高さと豊
富な導入実績

● 高機能でありながらも自分たちで活用でき
る高い運用性

● 直観的な操作で充実したレポートを簡単に
作成できるインターフェイス

● 豊富な導入経験を持つ BIコンサルティン
グサービスの経験とノウハウ

導入効果
● 学内に散在していたデータを統合し分析でき
る基盤が整った

● 学生情報の分析から、事実に基づいた迅速な
企画・判断が可能になった

● 定型レポートが簡単かつ表現力豊かに作成で
きるようになり、作成作業を省力化できるよ
うになった

BIコンサルティングサービス



［ 本社 ］  TEL: 03-5962-7300  ［ 大阪 ］ TEL: 06-6225-7481  ［ 名古屋 ］ TEL: 052-562-5300
［ 福岡 ］ TEL: 092-292-1092  ［ 仙台 ］ TEL: 022-217-8081  ［ 札幌 ］ TEL: 011-708-8123　［ 新潟 ］ TEL: 025-241-3108 

事例紹介

らは主観的な経験則でしかなかったが、こうした
ことも、データの蓄積によって裏付けがとれるよ
うになるわけだ。
「学生にひもづくデータ項目は非常に多く、本学
の場合、出身地域、出身高校、入試制度、履修内
容、留学、所属サークル、TOEFLスコア、就職先
業種、など約120項目にもわたります。こうした
多様な項目を分析することで、客観的事実に基づ
いた実情に合った教育方法の実践や学内組織の
企画ができるようになります。例えば、新しい教
育方法を取り入れるときでも、『まず一部で試験
的に行い、その成果を分析した上で実施範囲を拡
大する』といったことです。また、今後10年、15

年と情報を蓄積し続けていくことで、学生へ『目
指す人材像へ近づくには何をすればよいか』を示
すなど、学生にとって直接役に立つデータベース
になると期待しています」（高野氏）
これまで執行部へ提出する定型レポートは、

Excelでその都度作成する必要があったが、
MotionBoard導入後は、一度設定してしまえば
データを入れ直すだけで、表現力豊かなレポート
が素早くできるようになった。また、描画の速さ
も、「事務用PCでも待ち時間はほぼなく表示され、
期待以上」（高野氏）と評価が高い。単純な集計作
業には、Dr.Sum EA Datalizerも活用しており、ク
ロス集計などの複雑な操作もPCスキルがそれほ
ど高くない職員でも直感的に操作できると好評だ。
執行部からの評価も上々のようで、小川氏は、

「MotionBoardで新しいレポートを作成すると、
執行部から『こんなレポートも作れないか』『ここ
を変えてほしい』といったリクエストを受けるこ
とも増えています。また、『教室の稼働状況』など
の学生情報以外の分析ニーズも生まれ、さっそく
実現しました」と話している。

ングアークの製品は、パッケージ製品としての成熟
度が高く導入実績も多い。また、製品の背後にコン
サルタントの豊富な知識や経験、サポート力があ
るのを感じました。全学規模でのデータ分析基盤
を構築するのは初めてだったこともあり、ウイング
アークのBIに対する知見を評価したのです。製品
に関しては、IT専門部署ではない総合企画室でも
使いこなせそうだと感じましたし、グラフなどの豊
かな表現力も魅力的でした」
   2013年1月に採用を決定し構築段階に入って
からも、BIコンサルティングチームのノウハウが
活かされた。例えば、分析に必要な項目の選定や
年度の切り替わり対応、例外データが存在したと
きの処理をどうするかなどだ。特に、年度の切り
替わりについては、設計の段階から議論を重ね、
特別な作業を年度末に行う必要がないように作
り込んだ。また例外データの処理については、対
処方針に迷うと稼働開始の遅れにつながるが、経
験を踏まえた適切なアドバイスでスムーズに進
めることができた。

学生の傾向把握にデータの裏付け
教育方法や制度の改善につなげる

こうして当初の予定通りに、2013年4月から稼
働を開始した。入試から就職までを一元化して分
析可能にしたことで、いままで感覚や経験に頼っ
て判断していた学生の傾向を、客観的な事実とし
て捉えることができるようになった。例えば、指定
校推薦や自己推薦、センター試験、一般入試など、
近年入試制度が多様化しているが、どんな入試制
度を経たかによって、入学直後の学力にも違いが
あると言われている。また、一般入試を乗り越えた
学生の方が就職決定が早いと言う人もいる。それ

データ分析の意識を、組織的に定着させる
将来的に学生ビッグデータの活用も視野に

同学では稼働後も、通常のソフトウェア保守の
ほか、BIコンサルティングサービスの保守契約
を結んでいる。「こういう分析はできないだろう
か？」といった踏み込んだ質問についても、同学
のシステムや事情を理解しているコンサルタント
が最適な方法を提案するため、大きな安心感につ
ながっているという。
最後に、今後の展望について次のように話す。

「組織的に、意識的に定着させることがテーマで
す。客観的なデータによる分析・提案を継続的に
なしうる組織体制を作ることが重要だと思いま
す」（小川氏）
「学内に散在するデータを集め、執行部が事実に
基づく判断をするための基盤が整いました。デー
タを蓄積することで、今後はより精度の高い傾向
把握や予測を可能にするなど、より踏み込んだ活
用をしていきたいと考えています。さらに、図書
館での滞在時間など、ICカードなどで学生の行動
情報を付加して分析することで、事象の相関関係
の把握や、教育サービスの一層の充実・強化、さ
らには学生の生活・学習支援の拡充につなげてい
くことを検討しています」（高野氏）
同学の、事実に基づく判断による満足度の高い
学生サービスを提供するための試みは、これから
も続いていく。

明治学院大学

BIコンサルティングサービス
BI導入に際し、どんなデータをどのように業務
に活用すればよいのか、どのように社内に定着
させ展開すればよいのかをお客様と一緒に解
決する支援サービス。

MotionBoard
企業内外に溢れる情報を統合可視化し、PC
だけではなくスマートフォンやタブレット
PCから、いつでもどこでも情報入手を可能
にする情報インフラストラクチャ。

Dr.Sum EA
大容量のデータを部署間や会社規模で集計分
析するための多次元高速集計検索エンジン。
集計・検索、レポーティング、データ統合・
更新などの機能を、目的に合わせて優れたコ
ストパフォーマンスで実現する。

導入製品・サービス

本リーフレットに掲載した会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。掲載内容は 2014年 2月現在のものです。 CSM007C1702

▲ 「MISSION」のメニュー

▼ 学科別の傾向をビジュアルで確認できる

BIコンサルティングサービス


